
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催・申込み・問合せ (一財)下呂ふるさと文化財団 下呂交流会館内 電話２５－５０００ 

 
 

後援 下呂市教育委員会 

小・中学生 ５００円 

※ 歩きやすい靴でご参加ください。 

◆ 締  切 １１/１１（日） 
 

大  人 １,０００円 
◆ 定  員 ４０名 （締切前でも定員になりしだい締切ります） 
 

 

◆ 参加料 （資料、保険代として） 

◆ 雨天決行  

◆各地出発時間 （受付は各１５分前） 

バス A バス B 

探訪終了 15時頃 

金山振興事務所 8:00 小坂振興事務所 8:30 
↓ 

萩原庁舎跡地駐車場 開会 8:45 

 

 

↓ 

「下呂歴史探訪」は地域文化について関心や理解を深め、ふるさとを再認識すること
を目的に開催します。今回は明治維新期の萩原地域をとりあげエコツアーガイドの都竹利一さんにご案内いただ
きます。この機会に地域の歴史に触れてみませんか。 

昼食 しみず庵 

ご希望の方には昼食をご用意できます 

徒党、萩原の市街へ（はぎわら文庫より） 
市街戦おこる（はぎわら文庫より） 

丸 二村家 

飛騨街道 

 

十六館 

羽根開墾功績碑 

 

薬師堂 

梅村堤防 都筑家 （国指定有形文化財） 

 

梅村速水 

梅村騒動の跡地を歩く 

羽根開墾功績碑 
白山公園内の石碑で梅村知事と同時に功績を

たたえられる２人とはだれか。 

３人とは 薬師堂 
高山県知事梅村速水から勘農役に任命された、

都筑九郎四郎と薬師堂の関係とは。 

梅村堤防 
理想に燃えた梅村知事の革新政治とは。 

益田川ぞいの「ドンコツ積」とは。 

都筑家 
登録有形文化財都築家に残る刀傷を見学します。 

飛騨街道 萩原宿 

幕府郡代陣屋の天領地であった飛騨萩原宿は、飛騨

街道沿いに多くの店や宿が立並ぶ宿場町として栄

えてきた。 

今も風情ある街並みを残す萩原宿を歩き梅村騒動の

跡地をたどります。 


